
相互扶助

信用組合は、組合員の相互扶助の精神を基本理念に
金融活動を通じて経済的地位の向上をはかることを
目的とした協同組合組織の金融機関です。
組合員は出資口数に関係なく、一人一票の議決権およ
び選挙権を持ち、総会を通じて信用組合の経営等に
参加することができます。
しかし、当組合の組合員数が大変多く、総会の開催が
困難なため、中小企業等協同組合法および定款の
定めるところにより「総代会」を設置しています。
総代会は、総会と同様に、組合員一人ひとりの意思が
信用組合の経営に反映されるよう、組合員の中から
適正な手続きにより選挙された総代により運営される
当組合の最高意思決定機関です。
総代会では、決算や事業活動等の報告が行われるとと
もに、剰余金処分、事業計画の承認、定款変更、理事・
監事の選任など、当組合の重要事項に関する審議、決議
が行われます。
当組合では、総代会に限定することなく、顧客満足度
アンケートや日常の営業活動を通じて総代や組合員
の皆さまとのコミュニケーションを大切にし、さま
ざまな経営改善に取り組んでいます。

公 告

候補者の届出

当 選 者 の 公 示

●選挙区別の総代定数　
●投票開始および終了の時刻

●投票日
●投票所

●立候補　●推薦

総代候補者の公示

選　挙

当　選無 投 票 当 選

総 代 会
（最高意思決定機関）

組 合 員

総 代 選 挙

広島市信用組合
総 代

組合員の
意見集約

総代は、総代会での意思決定が広く組合員の意思を反
映し、適切に行われるよう、組合員の幅広い層の中から、
定款および総代選挙規約に基づき、公正な手続きを
経て選出され、任期は3年となっています。
総代定数は、「100人以上120人以内」と定款で定めて
います。

第71期通常総代会（令和5年6月9日開催）では、次の事
項が付議され、それぞれ原案どおり承認可決されました。
【報告事項】
第71期 事業報告、貸借対照表および損益計算書報告の件
【議決事項】
第1号議案
第2号議案
第3号議案
第4号議案
第5号議案
第6号議案

第71期剰余金処分案承認の件
役員賞与支給の件
第72期事業計画および収支予算案承認の件
理事任期満了につき改選の件
監事任期満了につき改選の件
組合員除名の件
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薬研堀支店地区

江 波 支 店 地 区

戸 坂 支 店 地 区

西 区

三 篠 支 店 地 区

南 区

安佐南区

黒 瀬 支 店 地 区

安 浦 支 店 地 区

（ 8 ）西条中央支店地区

　 選 挙 区 　 　 総 代 氏 名 　

己 斐 支 店 地 区

古 江 支 店 地 区

南 支 店 地 区

東 雲 支 店 地 区

大 河 支 店 地 区

出 島 支 店 地 区

駅 前 支 店 地 区

向 洋 支 店 地 区

長 束 支 店 地 区

安佐北区 可 部 支 店 地 区

竹 原 支 店 地 区

五日市支店地区
佐 伯 区

五月が丘支店地区

商工センター支店地区

令和5年6月9日現在、アイウエオ順、敬称略

東 広 島 市

竹 原 市

呉 市

安 芸 高 田 市

木 江 支 店 地 区豊 田 郡

職 業 別

年 代 別

業 種 別

個人9.6％、個人事業主17.3％、法人役員73.1％

50歳代以下3.8％、60歳代20.2％、70歳代35.6％、80歳代以上40.4％

製造業18.3％、不動産業14.4％、卸売業・小売業23.1％、建設業15.4％、運輸業3.8％、その他サービス業25.0％

府 中 支 店 地 区

海 田 支 店 地 区
安 芸 郡

千代田支店地区

大 朝 支 店 地 区
山 県 郡

廿 日 市 市

（注）総代定数は（ ）付き数字で、就任回数は氏名末尾の〇付き数字で記載しています。なお、就任回数が10回以上となる場合は◎で表示しています。

安 支 店 地 区

廿日市支店地区

吉 田 支 店 地 区

荘 野 支 店 地 区

宮 内 支 店 地 区

新田 髙春◎、二村 正信⑧

佐古 雅則◎、廣瀬 良治◎

石飛 慶久◎、土本 正太郎◎

川西 哲憲⑧、橘谷 信⑧

畝川 芳彦⑧、大巳 和晴◎、倉田 俊和◎、高橋 芳輝◎、松井 喬◎

福原 康方⑦、吉田 武夫⑨

本 店 地 区（ 7 ） 竹本  元和⑧、中村  仁士⑨、松本  洋介◎、的場  省三◎、三島  豊◎、山本  明弘⑤、山田  和弘⑤

佐伯 穰◎、田中 文貴⑤、松本 至◎、山根 鈍三郎◎、山本 尚眞◎

越智 基浩◎、久保田 育造◎

久保 二彦②、中西 保二①

川野 秀昇⑧

赤木 清次⑨、大野 豊①

金光 正昭⑧、久保木 辰幸⑧、平田 寛治⑧、八城 護⑦

青木 好美⑧、石黒 昌司⑧、大西 洋⑧、亀山 博司⑧、瀬川 宏明⑧、半司 観英⑦、堀尾 忠男⑧、
安本 春男⑦、吉田 政幸⑦

黒田 勝英⑧、世羅 勝也⑧、玉井 寛男⑧、前垣 壽男◎、前場 敬造⑧、渡部 和雄⑧、渡部 俊司⑧

田中 一範⑦

有田 光博⑦、西本 幸男⑧

田原 十郎②、古岡 照康①

景山 善美①、波田 達郎◎

松中 清信⑦、山田 英雄◎

中野 三蔵◎、浜田 広◎

井上 俊一②、大槻 房蔵◎

緋田 純一⑧、京良 克郎◎

佐々岡 剛①、杉野 禮俊①、三谷 泰典⑧

青木 正則②、大田 憲治◎

大江 英毅◎、𠮷田 孝文◎

加藤 博基①、若林 博行◎

天内 茂樹⑧、小坂 政司⑧

今市 恵誉⑧、大森 寛⑧、押川 克孝⑧、杉田 求⑧、竹鶴 寿夫⑧、友谷 元行⑧、日向 輝武⑧、
平原  幹生⑧、水内  繁⑧、安田  幸男⑧、山本  静司⑧

菅 正憲⑧、佐々木 大平⑦、信谷 裕⑦、松浦 明治⑧、山田 穣⑦

中村 美智子②

勝矢 博⑧、三戸 昭次⑨

居田 正◎、森下 公造◎

長田 克司⑤

候補者の数が
定数以内の選挙区

候補者の数が
定数を超える選挙区

※業種別は個人事業主、法人役員で構成しています。

（ 2 ）広 支 店 地 区 藤井 秀昭②、宮首 義信②
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